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お
く
の
ほ
そ
道
（
旅
立
ち
） 

＊
＊
＊ 

 

次
の
文
章
を
読
ん
で
、
後
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。[

50
点] 

月
日
は
百

代
のア

過
客
に
し
て
、
行
き
か
ふ
年
も
ま
た
旅
人
な
り
。
舟
の
上
に
生
涯
を
浮
か
べ
、
馬
の
口
と
ら
へ
て
老
い
を
迎
ふ
る
者

は
、
日
々
旅１

に
し
て
、
旅
を
梄
と

す
。①

古
人
も
多

く
旅２

に
死
せ
る
あ
り
。
予
も
、
い
づ
れ
の
年
よ
り
か
、
片
雲
の
風
に
誘
は
れ
て
、
漂

泊
の
思
ひ
や
ま
ず
、
海
浜
に
さ
す
ら

へ
、イ

去
年
の
秋
、
江
上
の
破
屋
に
蜘
蛛
の
古
巣
を
払
ひ
て
、
や
や
年
も
暮
れ
、
春
立
て
る
霞
の

空
に②

白
河
の
関
越
え
ん

と
、③

そ
ぞ
ろ
神
の
物
に
つ
き
て
心
を
狂
は
せ
、
道
祖
神
の
招
き
に
あ
ひ
て
取
る
も
の
手
に
つ
か
ず
、
股
引
の
破
れ
を
つ

づ
り
、
笠
の
緒
付
け
替
へ
て
、
三
里
に
灸
据

う
るａ

よ
り
、
松
島
の
月
ま
づ
心
に
か
か
り
て
、
住
め
る
方
は
人
に
譲
り
、
杉
風
が
別
墅
に

移
る３

に
、 

 

④

草
の
戸
も
住
み
替
は
る

代
ぞ⑤

雛
の
家 

表
八
句
を
庵
の
柱
に
掛
け
置
く
。 

 

⑥

弥
生
も
末
の
七
日
、
あ
け
ぼ
の

の
空ｂ

朧
々
と
し
て
、
月
は
有
明
に
て
光
を
さ
ま

れ
るｃ

も
の
か
ら
、
富
士
の
峰
か

す
か４

に
見
え
て
、
上

野
、
谷
中
の
花
の
梢
、
ま
た
い
つ
か
は
と
心
細
し
。
む
つ
ま
じ
き
か
ぎ
り
は
宵
よ
り
集
ひ
て
、
舟
に
乗
り
て
送
る
。
千
住
と
い

ふ
所５

に
て

舟
を
上
が
れ
ば
、
前
途
三
千
里
の
思
ひ
胸
に
ふ
さ
が
り

て
、⑦

幻
の
ち
ま
た
に
離
別
の
涙
を
そ
そ
ぐ
。 

 

⑧

行
く
春
や
鳥
啼
き
魚
の
目
は
涙 

こ
れ
を
矢
立
の
初
め
と
し
て
、
行
く
道
な
ほ
進
ま
ず
。
人
々
は
途
中
に
立
ち
並
び
て
、
後
ろ
影
の
見
ゆ
る
ま
で
は
と
見
送
る
な
る
べ
し
。 

 

問
一 

二
重
傍
線
部
ア
、
イ
の
漢
字
の
読
み
を
現
代
仮
名
遣
い
を
用
い
て
平
仮
名
で
書
き
な
さ
い
。 

問
二 

波
線
部
ａ
、
ｃ
の
助
詞
の
働
き
と
し
て
適
切
な
も
の
を
そ
れ
ぞ
れ
次
の
ア
～
キ
の
中
か
ら
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。 

ア 

起
点 

 

イ 

順
接 

 

ウ 

経
由
点 

 

エ 

詠
嘆 

 

オ 

即
時 

 

カ 

逆
接 

 
キ 

比
較 

問
三 

波
線
部
ｂ
「
朧
々
と
し
て
」
は
、
ど
の
よ
う
な
語
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
か
、
次
の
例
に
な
ら
っ
て
答
え
な
さ
い
。 

〈
例
〉 

乗
り
て
送
る
。→

動
詞
・
助
詞
・
動
詞 

問
四 

点
線
部
１
～
５
の
「
に
」
の
文
法
的
な
説
明
と
し
て
適
切
な
も
の
を
そ
れ
ぞ
れ
次
の
ア
～
カ
の
中
か
ら
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。 

ア 

格
助
詞 

 

イ 

格
助
詞
の
一
部 

 

ウ 

接
続
助
詞 

 

エ 

形
容
動
詞
の
活
用
語
尾 

オ 

完
了
の
助
動
詞 

 

カ 

断
定
の
助
動
詞 

問
五 

傍
線
部
①
「
古
人
」
に
該
当
す
る
人
物
名
を
二
人
答
え
な
さ
い
。 

問
六 

傍
線
部
②
「
白
河
の
関
」
の
よ
う
な
和
歌
に
詠
ま
れ
る
名
所
旧
跡
を
何
と
言
う
か
、
一
語
で
答
え
な
さ
い
。 

問
七 

傍
線
部
③
「
そ
ぞ
ろ
神
の…

手
に
つ
か
ず
」
と
あ
る
が
、
こ
の
と
き
の
作
者
は
ど
の
よ
う
な
状
態
か
、
答
え
な
さ
い
。 

問
八 

傍
線
部
④
「
草
の
戸
」
、
⑤
「
雛
の
家
」
と
あ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
誰
の
ど
の
よ
う
な
家
の
こ
と
か
、
答
え
な
さ
い
。 

問
九 

傍
線
部
⑥
「
弥
生
も
末
の
七
日
」
と
は
、
旧
暦
の
何
月
何
日
に
当
た
る
か
、
答
え
な
さ
い
。 

問
十 

傍
線
部
⑦
「
幻
の
ち
ま
た
」
と
い
う
表
現
に
は
、
作
者
の
ど
の
よ
う
な
考
え
方
が
表
れ
て
い
る
か
、
簡
潔
に
説
明
し
な
さ
い
。 

問
十
一 

傍
線
部
⑧
の
句
の
「
涙
」
と
は
作
者
の
ど
の
よ
う
な
涙
か
、
二
字
の
熟
語
で
二
つ
答
え
な
さ
い
。 

問
十
二 

本
文
は
リ
ズ
ミ
カ
ル
な
文
体
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
要
因
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
簡
潔
に
二
点
に
ま
と
め
て
答
え
な
さ
い
。 

問
十
三 

本
文
中
に
は
掛
詞
が
一
か
所
使
用
さ
れ
て
い
る
。
(1)
文
節
の
形
で
抜
き
出
し
、
(2)
ど
の
よ
う
な
意
味
が
掛
け
ら
れ
て
い
る
か
、
答
え
な
さ
い
。 
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       問十三 問十一 問 九 問 八 問 六 問 四 問 一  学 年 
        
       (1)   ⑤ ④  １ ア   
            
                 
                 
                 
             ２    
                
                 
                組 
                
         問 十   問 七 ３ イ   
             
        問十二         
                
                 
             ４    
       (2)         
                
                番 号 
                
             ５ 問 二   
               
              ａ   
                
                 
             問 五    
                
              ｃ   
               氏 名 
                
                 
                 
              問 三   
                
                 
                 
                 
                 
                 
                 
                 
                 
                 
                 
                 
                 
                 
                 
                 
                 
                得 点 
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お
く
の
ほ
そ
道
（
旅
立
ち
） 

＊
＊
＊ 

 
〔
出
題
の
意
図
と
留
意
点
〕 

基
本
古
語
の
読
み
、
古
典
常
識
で
あ
る
月
の
異
名
、
「
に
」
の
識
別
、
品
詞
分
解
お
よ
び
助
詞
の
働
き
を
確

認
す
る
。
文
章
の
リ
ズ
ム
感
の
要
因
や
、
掛
詞
を
指
摘
さ
せ
、
俳
文
に
特
徴
的
な
文
体
に
注
意
さ
せ
る
。
ま
た
、
作
者
の
旅
に
生
き
る
心
情

を
、
文
脈
の
流
れ
の
中
か
ら
つ
か
み
、
そ
れ
ぞ
れ
の
句
に
表
現
さ
れ
た
作
者
の
心
情
を
理
解
し
て
い
る
か
を
問
う
。 

 

☆
解
答
例
と
配
点 

問
一 

ア 

か
か
く 

 

イ 
こ
ぞ 

〈
１
点×

２
〉 

問
二 

ａ 

オ 
 

ｃ 

カ 

〈
１
点×

２
〉 

問
三 

形
容
動
詞
・
助
詞 

〈
３
点
〉 

問
四 

１ 

カ 
 

２ 

ア 
 

３ 

ア 
 

４ 

エ 
 

５ 

イ 

〈
１
点×

５
〉 

問
五 

西
行
・
宗
祇
（
李
白
・
杜
甫
） 

〈
１
点×

２
〉 

問
六 

歌
枕 

〈
３
点
〉 

問
七 

旅
へ
と
心
が
駆
り
立
て
ら
れ
て
落
ち
着
か
な
い
状
態
。 

〈
３
点
〉 

問
八 

④ 

作
者
の
住
ん
で
い
た
一
人
暮
ら
し
の
寂
し
い
家
。 

 
 

⑤ 

作
者
の
後
に
住
む
こ
と
に
な
っ
た
、
娘
の
い
る
人
の
明
る
い
家
。 

〈
３
点×

２
〉 

問
九 

三
月
二
十
七
日 

〈
５
点
〉 

問
十 

こ
の
世
は
無
常
で
夢
幻
の
よ
う
に
は
か
な
い
と
い
う
考
え
方
。 
〈
３
点
〉 

問
十
一 

惜
別
・
惜
春 

〈
３
点×

２
〉 

問
十
二 

漢
語
の
多
用
・
対
句
の
使
用 

〈
２
点×

２
〉 

問
十
三 

(1) 

立
て
る 

 

(2) 

春
に
な
る
・
霞
が
立
つ 

〈
３
点×

２
〉 

計
50
点 


